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金沢大学考古学研究室　　2006 年 7 月 15 日 

はじめに
　近世薩摩焼 ( 薩摩藩内において生産された陶磁器の
総称 ) の流通圏は，近世初期の茶入や幕末の輸出用金
襴手薩摩をのぞくと，主として薩摩領内と琉球など南
西諸島であった。しかし近年，江戸遺跡や日本海側の
いくつかの遺跡などで，薩摩産と考えられる土瓶な
どが出土してきている。しかし薩摩焼として抽出・報
告された事例はけっして多くはなく（関 2006，毎田
2006 など参照）（１)，また土瓶については生産地側で
の検討も徐々に始まっているが ( 関 2006)，今のとこ
ろ十分とは言えない。一方，文献史料には，薩摩焼の
藩外流通を伝えるものがいくつか確認できる。そこで
本稿では，将来的な考古学資料の蓄積を期待しつつ，
その準備作業として，それら文献史料を整理し，若干
の検討を加えておきたい。

１　文献史料
①古河古松軒『西遊雑記』天明３年 (1783)( 宮本他編
1969　pp.329-395)

「市来 ( 湊共云也 ) 伊集院の間に苗代 ( ノシロ ) 村とい
ふ有り。( 中略 ) 平生の業には世に薩摩焼と云諸器の陶
をして渡世とす。(他国へ出す事おびただしき事なり。)」
※古河古松軒 (1727-1807) は岡山出身の地理学者。著作に本書
のほか『東遊雑記』などがある。天明３年 (1783) に九州一円を
踏破した際，薩摩を訪れている。

②佐藤成裕『薩州産物録』寛政４年 (1792)
( 鹿児島県立図書館写本蔵，1945 年３月，牧野富太郎

書写，上野 1982)
「土器　今種々出ス　肥前焼ト同様也　三都ノ外琉球
及嶌々并ニ支那ヘ入ル　其數不可勝計　硯ノ類猶多
シ」
※佐藤成裕 (1762-1848) は江戸の本草学者で，天明元～３年
(1781-83)，藩主・島津重豪の招きにより，薩摩領内の採薬を行
う。薩摩関係の著作に『薩州採薬録』『薩州産物録』『採薬録』『中
陵漫録』などがある。本書では薩摩藩領内の産物を，項目ごとに，
主として殖産興業的な視点から解説している。

③橘南谿『西遊記』寛政７年 (1795)( 橘 ( 宗政 )1974) 
「其外は下品にて質厚く，色も薄黒く，烈火にかけても
破るることなし。故に下品は土瓶などに多く造り出す。
これは夥敷売買して，薩，隅，日の三州は大方民間に
も此土瓶を用ゆ。猶，大坂までもうり来たりて，薩摩
焼と称して重宝とす。薩摩にてノシロコ ( ＝苗代川−引
用者注 ) 焼のチヨカという。チヨカとは茶家の心にて
土瓶の事なり。」
※ 橘 南 谿 (1753-1805) は 三 重 出 身 の 医 師。 天 明 ２ ～ ８ 年
(1782-88)，医術修業のため，全国を巡歴し，その見聞を『東遊記』

『西遊記』としてまとめる。薩摩へは天明２～３年 (1782･83) に
訪れている。

④佐藤成裕『中陵漫録』文政９年 (1826)( 日本随筆大
成編集部編 1929　pp.1-335)

「苗代川　薩州土瓶は奥羽の地方に至る。」 
※著者は②と同じ。著者の見聞をまとめた随筆集。

⑤高木善助『薩陽往返記事』文政 11 年 (1828)12 月
３日の記事 ( 宮本他編 1969　pp.609-820)

「里人田を耕し機を織り，又多く伝来の高麗焼をなす。
国守御用の品類は白薬なり。土瓶・すり鉢・壺其外さ
まざまの物を多く焼て馬に背せ，日々城下に来り売買
す。上方にて薩摩土瓶とて黒薬の土瓶此里 ( ＝苗代川−
引用者注 ) の産なり。」
※高木善助 (1786-1854) は大坂の商人。薩摩家老・調所広郷
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(1776-1848) の天保改革の際に和紙生産で大きな役割を果たす。
文政 11 年 (1828) ～天保 10 年 (1839)，計６回薩摩を訪れ，そ
のときの見聞をまとめたものが本書。

⑥『薩藩政要録』文政 11 年 (1828)( 鹿児島県史料刊
行会 1960) 

「他国江不出品々之事」に「茶湯道具」，「御勝手方証文
を以他国出品々之事」に「焼物壺」，「他国出御利潤有
之品々之事」に「茶家」とある。
※『薩藩政要録』は薩摩藩の行政文書集。原名『要用集』。

⑦佐藤信淵『薩藩経緯記』文政 13 年 (1830)( 佐藤
1883)

「其他白岩多くして甆器 ( 舘野の白焼の土罐 ( ドビン )
其名既に天下第一と称す ) を製するに宜しく，紫堊粘
埴甚だ硬強なり以て陶器 ( 加地木の玉流の土罐及び壺
家の甕と土罐其性強きこと天下に比類なし ) を夥しく
焼出すべし　貴藩の甆器は世人の珍重する所なれども
製造すること多からざるを以て国益を為すに足らず」
※佐藤信淵 (1769-1850) は出羽出身の経済学者。著作に『経済
要録』『農政本論』などがある。また各藩に財政再建策を提言し，
本書は薩摩藩への建白書。

⑧ 「繭糸織物陶漆器共進会　陶器功労者履歴」明治
18 年 (1885)
(『薩陶製蒐録』所収。鹿児島県立図書館写本蔵 )

「朴正伯長男　朴正山 ( 中略 )
一　文化九年 (1812−引用者注 ) 二月焼物師ニテ御功米
被成下候　此以前ハ當村民ニ農商アリト雖モ　一般陶
工ニ従事セシメント目見立申論候処　村民共其気風ニ
立至リ　弟子ヲシテ稽古セシメ是ニ伝授シ　其業ヲ遂
クルモノ多シ　故ニ黒焼竈ノ設置アラン事ヲ藩主ヘ立
願ノ処　御　可アリ　稽古小部竈御建築被下　夫ニ付
黒焼物盛ニ出来　當国内ノ日用品ニ充分セリ　将タ豊
後地肥前肥後地迄モ輸出交易ヲ初メリ ( 下略 )」
※明治 18 年に東京で開催された繭糸織物陶漆器共進会の際に提
出された陶工の履歴書。『薩陶製蒐録』によれば，まず苗代川と
龍門司からそれぞれ鹿児島県令・渡辺千秋宛に提出され ( 苗代川
の提出者は鹿児島郡外四郡長・池田休兵衛 )，両者を整理・統合
したものが農商務卿・松方正義宛に提出されたようである。上
の記述は，苗代川から県令宛に提出されたものの一部。

２　若干の検討
　前章で，薩摩焼の藩外流通について記した文献史料

を８例挙げた。多くが断片的であり，また⑥のような
公文書による記述もあるが，旅行者による印象的記述
もあり，どれだけ実態を描いているか，判断が難しい
ものもある（２）。しかしそれでも，これらの情報から，
薩摩焼の藩外流通について，いくつかの示唆が得られ
る。ここではそれをまとめたい。
　まず多くの文献が触れているのが土瓶 ( 茶家 ) であ
る。③④⑦では苗代川の土瓶が，また⑦では「館野 ( 竪
野窯−引用者注 ) 白焼の土罐」「加地木 ( 龍門司窯−引用
者注 ) の玉流の土罐」が挙げられている。さらに⑥では，

「他国へ売って利潤を得る品物」のひとつに挙げられ
ているように，薩摩藩としても重要な商品としてみな
していたことがわかる。④の「奥羽の地方に至る」の
記述に信を置けば，その流通範囲は東北地方まで至っ
ていた可能性がある。また③⑤で記されているように，
薩摩藩内でも多量に流通しており，それは県内の近世
遺跡において頻繁に出土していることからも裏付けら
れる。
　ところで薩摩焼における土瓶の出現年代は，現段階
では明確ではないが，③で触れられていることから，
18 世紀末にはすでに生産されていたのであろう。また
文化３年 (1806) の『薩藩名勝志』に描かれた苗代川の
絵図に土瓶が多数描かれていることは ( 図１　鹿児島
県立図書館編 2003)，当時の苗代川で土瓶が主要製品
と認識されていたことの表れと推測される（３）。

図１　『薩藩名勝志』における苗代川の製陶風景
( 鹿児島県立図書館編 2003 より )

　つぎに④の「奥羽の地方に至る」と関連すると思わ
れる研究成果に触れたい。
　薩摩藩は，北海道松前から昆布を購入し，琉球を介
して中国へ輸出していたが，その際に，富山の売薬商
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人「薩摩組」に，唐物薬種の供給と藩内における売薬
許可の見返りに，昆布を上納させていた ( 高瀬 1993，
徳永 2005 など )。深井甚三は，嘉永５・６年 (1852・
53) の薩摩組の薩摩からの購入物品を整理し ( 表１・
２)，その中に，茶道具など唐物陶磁器が含まれている
ことを指摘している。そして「陶磁器の中には茶道具
とみられるものもあるなど，購入唐物の大事な分野に
茶道具関係品がある。また，この茶器なども含む陶磁
器も重要な購入品であった」としている ( 深井 1999　
p.32)（４）。
　また鹿児島出土の清朝磁器を検討した橋口亘は，天
保６年 (1835)，新潟で発覚した薩摩船抜荷事件の探索
書『北越秘説』の一文 (「唐瀬戸物類　沢山ニ有之」)
を引きつつ，「琉球−薩摩−国内他地域」という，中
国産陶磁器の流通ルートの存在を想定している ( 橋口
1999)。
　以上より，近世後期の薩摩藩が，陶磁器を含む北陸・

東北地方との物資の流通ルートを確保していたことは
間違いなかろう。その中に薩摩焼がどの程度含まれて
いたかが，今後，解明すべき課題である。
　ところで『鹿児島県勧業年報』によれば，明治 14・
21 ～ 25 年に，苗代川で焼かれた土瓶が，「肥前」「肥
前島原」「肥後」「熊本」へと出荷されている ( 表３)（５）。
年間9,000個～32,300個であるが，その金額を見ると，
１個の値段はきわめて安価であったことが知れる ( 出
荷額／出荷量の平均：0.017 円／個 )。また日置市美山
( 旧苗代川 ) の雪山遺跡からは，明治 20 ～ 30 年代と
考えられる土瓶が多数出土しており ( 宮田・関・三垣
編 2003)，明治に入っても土瓶が苗代川の重要な製品
であったことがうかがい知れる。
　⑧によれば，19 世紀の初め頃より「豊後地肥前肥後
地」に「黒焼物」が出荷されていたという。同時代史
料ではないので，その評価は慎重を期す必要があるが，
上述した明治前期における土瓶の出荷は，近世以来の

表２　嘉永６年・薩摩組購入品 ( 深井 1999 より体裁のみ一部改変 )

表１　嘉永５年・薩摩組購入品 ( 深井 1999 より体裁のみ一部改変 )
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流通を継承するものと想像される。
　以上より，遅くとも 18 世紀末には生産が始まって
いた薩摩土瓶は，その後，19 世紀にかけて藩内におい
て流通するとともに，藩外 ( 県外 ) にも出荷され，全
国的に流通していた可能性が十分に考えられる。冒頭
で述べたように，その具体的な流通範囲や流通量につ
いては，考古学資料から検証していくことが今後の課
題なのである（６）。
　最後に，いくつか興味深い記述が見られる，②の『薩
州産物録』について検討しておきたい。
　まず記述の元となった情報が，佐藤成裕の薩摩滞在
時期 (1781-83) のものか，本書執筆年 (1792) までに得
られた情報なのかは確定しがたいが，1780 年代頃の
状況を記していると考えられる。
　文中に見られる「肥前焼」が磁器のみに限定される
かどうかは確言できないが，年代的に磁器を含んでい
ることは十分に考えられる。それゆえ「今種々出ス　
肥前焼ト同様也」は，薩摩産の陶器と磁器両者を含ん
でいる可能性がある。次に「三都」は，江戸・大坂・
京都のことだが，④の「薩州土瓶は奥羽の地方に至る」
から，ここでは三都＝全国といった意味合いかもしれ
ない。
　「琉球及嶌々」は，1780 年代に，薩摩焼が沖縄と南
西諸島で流通していたことを示唆する。ただし佐藤は
琉球や南西諸島に渡っていないということから ( 上野
1982　p.165)，伝聞の可能性が高い。しかし文化 10
年 (1813) の大噴火で，全住民が離島した諏訪之瀬島
(1883 年帰島 ) の切石遺跡から，18 世紀後半以後と考
えられる加治木・姶良系陶器が出土していることは，
考古学的傍証となる ( 大橋・山田 1995，渡辺 2004)。
一方，沖縄では，19 世紀代の薩摩磁器の出土が確認

できるが ( 大橋 2003，橋口 2001，渡辺 2004)，1780
年代における様相については，考古学的にはまだ検討
を要する。
　そして「支那ヘ入ル」は注目すべき記述である。中
国清朝・道光元年～光緒元年 (1821-75) の福州−琉球
間の貿易について検討した周益湘 (1934(1971))（７）に
よれば，琉球に「磁器」が福州から輸入されるととも
に（８），琉球から福州へ輸出された物品に「磁器」( 道
光 20 年 (1840)，73 斤 ) がある。わずか１例なので，
安定した輸出があったとは考えにくいが，沖縄では磁
器が生産されていなかったので，本土産磁器の可能性
がある。薩摩磁器とは確定できず，また若干の年代的
なギャップがあるが，「支那ヘ入ル」との関連も考えら
れる。今後の大きな検討課題のひとつと言えよう。
　最後の「硯ノ類猶多シ」であるが，薩摩焼の硯につ
いてははっきりしない。ただ「硯ノ類」を文房具と
解すれば，龍門司窯の川原芳工 (1727-98) 作と伝えら
れる玉流し釉硯屏 ( 鹿児島県歴史資料センター黎明館
1998　p.111) や，年代はやや下るが，加治木町日木
山窯跡 (1860 年～明治初期，関編 2005) で多数出土し
ている水滴など該当するのであろうか。

おわりに
　以上，薩摩焼の藩外流通に関する文献史料をまとめ，
それらについて若干の検討を行った。現段階では，な
んら明確なことは言えないが，これまでほとんど議論
されることのなかったテーマについての問題提起とし
て，ご寛恕いただきたい。

2006 年６月 10 日

表３　明治前期における苗代川土瓶の県外出荷事例
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注
(1) なお東京都港区の薩摩藩江戸上屋敷跡から，まと
まった数量の薩摩焼が出土しているが（毎田 2006），
正式報告が未刊行であり，またその遺跡の性格上，そ
の出土品は，本稿で主として検討対象とする商品とし
ての薩摩焼流通とはやや性格が異なると考えられる。
(2) たとえば橘南谿の『西遊記』について，高木善助は，

「総て南渓子の西遊記は，文章奇に過て実を失ふ事多
し」と批判している ( 宮本他編 1969　p.630)。
(3) 方言辞書である越谷吾山『物類称呼』( 安永４年
(1775)) に，「土瓶○薩摩にて　ちよかと云　同国ちよ
か村にてこれをやく　ちよかはもと琉球国の地名なり
　其所の人薩州に来りてはしめて制るゆへにちよかと
名づく ( 下略 )」とある ( 越谷 ( 東條 )1941　p.119)。「同
国ちよか村にてこれをやく」の記述に基づけば，遅く
とも 1775 年段階には，薩摩で土瓶の生産が始まって
いたと言えるかもしれない。しかし越谷吾山は，鹿児
島には来ていないようなので，おそらく伝聞に基づく
ものと思われ，また「ちよか」の名称や由来について
も疑問が残るため，どの程度信頼が置けるか判断に迷
う。
(4) 表１・２に挙げられた物品に，薩摩焼が含まれるか
どうかは判然としない。ただし表１の「白焼茶碗 20 束」
は白薩摩あるいは白磁の可能性がある。
(5)『鹿児島県勧業年報』については渡辺 2001 参照。
また明治 14 年出荷の土瓶については，生産地が記さ
れていないが，出荷港が明治 21 ～ 25 年分と同じある
いは近く，近傍では他に土瓶生産地が知られていない
ことから，苗代川産と考える。
(6) 加賀の豪商・銭屋五兵衛 (1773-1852) の日記『年々
留』に「薩摩焼玉藻茶入」と出てくる ( 天保３年 (1832)
　若林編 1984　p.100)。注記によれば，瀬戸の玉柏
手茶入「玉藻」の薩摩焼写であろうという ( 同 p.286)。

「茶道具」としての薩摩焼茶入の流通を考える上で興味
深い記述であるが，同時代製品の流通を扱う本稿の主
旨からやや逸脱する可能性があるので，ここでは紹介
のみにとどめる。なお『年々留』記載の「道具」につ
いては，谷端 1988(pp.307-333) を参照した。

(7) 周論文の原典である『中国近代経済史研究集刊』
1-1(1932) は確認できず，本稿では周康燮編 1971 に
再録されたものに拠った。また本論文に関しては，鹿
児島県編 1940(pp.762-780) および大石・原田・張
1985 を参照した。
(8) おそらくこれらの一部が，橋口亘 (1999) が想定し
たように薩摩に入ったのではないかと想像される。ま
た今回は詳しく触れなかったが，②には「焼物　琉球
ノ素焼ノ酒器皿鉢散蓮花ノ類色々南京モアリ」という
記述もあり，「南京」＝南京焼＝中国産磁器が薩摩に流
入していたことを示唆している。これもまた琉球経由
であろうか。「琉球ノ素焼ノ酒器」とは，18 世紀後半
～ 19 世紀に鹿児島県本土地域からの出土が増加する
沖縄壺屋窯産の荒焼（無釉焼締陶器）と考えられる（渡
辺 2004・2006）。
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マサフィ砦の発掘と保存修復
Excavation and Renovation of the Masafi Fort

佐々木 達夫・佐々木 花江

　1987 年以来ペルシア湾岸のジュルファール遺跡、
ハレイラ遺跡、ジュメイラ遺跡、アーリ遺跡などで、
海上貿易史研究のためイスラーム時代遺跡を発掘し
た。比較研究のため 1994 年から近接するオマーン湾
岸のルリーヤ砦遺跡、コールファッカン砦遺跡、コー
ルファッカン町跡、フジェイラ町跡、コールカルバ町
跡を発掘し、ビスナ町跡、オワラ町跡、ディバ町跡等
で出土品や採集品を整理した。そうした遺跡調査研究
の成果や出土品を使用した場所である町や家の構造と
配置、特に港町に焦点をあてた研究成果を 2005 年春
に刊行した（佐々木 2005）。本稿はその後 2005 年 5

月に実施した同地域における遺跡踏査の成果（佐々木 
2006）に基づく 2006 年 3 ～ 4 月のマサフィ砦発掘と
保存修復準備についての調査成果である。

第 １ 章　 フ ジ ェ イ ラ 首 長 国 マ サ フ ィ 砦 の 発 掘　
Excavation at Masafi Fort
第１節　マサフィ Masafi Fort の発掘 (N25° 17′ 48″
-51″ , E56° 09′ 21″ -20″ )
　2005 年 5 月の現状確認踏査に続き、2006 年 3 月
13 日から修復を目的とした構造確認のため 4 月 4 日
まで発掘調査を実施した。砦上を四駆で走る車があり
塔もほとんど崩れているので、発掘開始と同時に砦周
囲を鉄条網で囲い、遺跡内立ち入りを禁ずる保護処置
を施した。掘り下げた部分は発掘後に砂入ナイロン袋
を積み重ねて現状復元し、修復を待つこととした。
　マサフィは内陸の山裾の町デェド、ペルシア湾岸の
シャルジャ・ドバイ、オマーン湾岸フジェイラ、ディ


